
様式第１－１号

　　　　　　令和　　　年度　　森林造成等事業補助金交付申請書

令和　　 年　 　月　 　日

愛 知 県 知 事 　　　　　　　 殿

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所

　　　　　　　　　　　　　　（受任者）氏名

　下記のとおり事業を実施したので、森林造成等事業補助金交付要綱に基づいて、

補助金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

 記

事業名　　　　　　事　業

「添付書類」

別紙のとおり

この写は、愛知県へ提出した原本と相違ないことを
証明する。

○○林業（株）　代表取締役　○○　××印

新城市○○字△△1-1

○○林業（株）　代表取締役　○○　××

交付申請書の添付資料（1）～（5）については、
愛知県に造林補助金申請のために提出した書類の写しを添付し、
補助金の申請者が原本と相違ないことを下記例のように
余白等に証明し、会社印等を押印してください。↓

写しは、文字等がはっきりと読み取れるよう鮮明な
ものを使用してください。



　様式第２－１号

〕
森 林 経 営 計 画 等
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小 班
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大 字 字 番 地

所

有

別
作 業 種 樹 種

面積
（ha）

定性・
列状の

別

集材方
法

林齢
（植栽
年度）

伐採率
（％）

承認番号
又は

承認文書番号
森林所有者
(電話番号)

事業実行者 備 考

（注）

２．事業主体が林業事業体等または森林所有者の場合、「補助金の最終受領者の課税区分」欄は、原則課税業者、原則課税業者ではないのいずれかを記入すること。 

３．「雇用の有無」欄は、事業の実行に直接必要な作業が現場労働者により実施された（される）場合、有と記入する。

５．面積単位でない作業種は、「面積」欄に延長（ｍ）、箇所数等を記入すること。

６．「集材方法」欄は、車両系、架線系のいずれかを記入すること。

７．人工造林、樹下植栽等、衛生伐、付帯施設等整備、森林作業道整備以外の作業種については、林齢を記入すること。

８．「下刈り回数」欄は、同施業地における当該年度の下刈り（全刈り）回数について、１回目、２回目以降のいずれかを記入すること。

９．「下刈り累計回数」欄は、同施行地における植栽後の下刈り回数を記入すること。

10．「森林所有者」欄には森林所有者の氏名及び電話番号を記載する。また、多人数で欄に収まらない場合、別紙で作成する。

11．「事業実行者」欄は、事業主体からの請負等により実作業を行った（行う）者を記入すること。

12．面積、森林作業道の延長はポケットコンパス等による測量等による。ただし、１ha未満の小施行地については要点間の距離測量による簡易法によることができる。

13．造林地の林班、小班番号欄には森林簿の数字を記入すること。
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１．森林環境保全直接支援事業の間伐、更新伐に係る交付申請については、森林経営計画又は特定間伐等促進計画ごとの事業規模等の要件を満たす施行地のまとまりを単位として行うものとし、
　 小計をとる。

植 栽
本 数
（本）

下刈り
累計回

数
（回）

令和　　年度
造 林 事 業
小規模森林育成事業

補助金交付申請内訳書

補助金の最終
受領者の課税

区分

施　業　内　訳

下刈り
回数

４．「作業種」欄は、人工造林、樹下植栽等、下刈り、雪起こし、倒木起こし、枝打ち、除伐、保育間伐、間伐、更新伐、一貫作業における伐採・搬出、衛生伐、付帯施設等整備（鳥獣害防止施設等整備、
   林内作業場及び林内かん水施設整備、林床保全整備、荒廃竹林整備）、森林作業道整備、森林保全再生整備（鳥獣害防止施設等整備、鳥獣の誘引捕獲）を記入すること。

完了
年月日

（予定）

施 肥
面 積
（ha）

計画策定
（変更）時期

施業期間
事前計画
提出日

摘要

印

この写は、愛知県へ提出した原本と相違ないことを
証明する。

○○林業（株）　代表取締役　○○　××



都市計画基本図25000_ H29:  平成28年度に撮影し た写真を元に作成
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1 / 50, 000

注釈：

新城市地理情報システム

印

この写は、愛知県へ提出した原本と相違ないことを
証明する。

○○林業（株）　代表取締役　○○　××

位置図



様式第３－１号

（造林） 番号

1  事業主体 　            　　　　　

2  施行地地番　　　　　　　　　　　 

3  面　　　積　　　　　　　　　　   

　　　

           　　　　昭和10年度造林地           昭和33年度造林地

          　　　　    （ひのき）                （すぎ、ひのき）

                           　　        45ｍ

                               　　　                    20ｍ

           　　35ｍ    　           ひのき　180本 

        一                   　　　 0.06ha

　      本

        杉      　                      　　　 すぎ　270本   　　        15ｍ

           10ｍ                       　　　　 0.09ha

                                     　　　52ｍ

           　 10ｍ

    ○                                                         　　　　 18ｍ

　　　 ○　　　　　　　　　　　　　　45ｍ

         林　　　　　　 採　草　地

            道                       　　　　　　   Ｓ＝１／5,000

 (注)１　測量野帳の添付は任意

 　　２　施業図記載要領

　　　 (1) 一団地に林種、樹種の異なるものがある場合、または既造林地、除地等のある

          場合は区別して図示すること。

　　　 (2) 一申請書で２か所以上ある場合は１施行地１葉とすること。

　　　　　（ただし、森林環境保全直接支援事業の間伐、更新伐については、交付申請単位

　　　　　　内の施行地のまとまりで１葉とすることができる。）

  　　 (3) 施行地および施行地に至るまでの主な目標物を記入すること。

　　 　(4) 除地（１か所0.01ha以上）があるときは図示する。

　　 　(5) 要点間の距離測量を行った場合には、上図のように図示することができる。

　　 　(6) 間伐、更新伐に係る交付申請書の場合は、既設の森林作業道の線形及び延長を記載する。

印

この写は、愛知県へ提出した原本と相違ないことを
証明する。

○○林業（株）　代表取締役　○○　××



様式第３－２号

申請単位番号　　　

林 班
小 班
番 号

市 町
村

大 字 字 番 地

計

1ha当たり搬出材積　＝  m3/ha

（注） １．本表は、搬出材積を区分する施行地のまとまり毎に記入する。

２．証明書、写真等の証拠書類は、補助金交付申請書及び実績報告書への添付は任意

　（事業主体が保管し、竣工検査時に検査員に提示することも可）

３．1ha当たり搬出材積は、小数第２位を切り捨て、１位止とする。

４．重量単位で記載された伝票等に基づく搬出材積の換算方法は、搬出材の生重量１トンあたり材積１．２

　立法メートルで換算することを標準とする。

　　ただし、含水率等の測定等により適切な換算根拠がある場合は、その他の換算方法を適用できる。

搬　出　材　積　集　計　表

整 理
番 号

施 行 地

搬出方法
面積

（ha）
搬出材積
（m3）

証　　明　　書　　等

印

この写は、愛知県へ提出した原本と相違ないことを
証明する。

○○林業（株）　代表取締役　○○　××


